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糖蓄積がブドウの着色に及ぼす影響  

 
 

宇土幸伸・里吉友貴・小林和司・齊藤典義 1・三森真里子 
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緒 言 

近年，ブドウ生産現場では着色不良が大きな問

題となっており，山梨県においても発生頻度が増

加している．これには，栽培品種の変遷により大

粒種が増加し，加えて無核栽培が中心となった1)

ことが背景にあるが，気候温暖化等の環境変動も

大きく影響しているものと考えられる． 

ブドウの着色は温度の影響を強く受けること

が知られており，成熟期の高温条件はアントシア

ニンの蓄積を抑制する2，3)こと，また樹体温のみ

ならず果房周辺温度も着色に大きな影響を及ぼす
4)ことが明らかにされている．一方，温度以外に

も光条件5～ 8)，湿度条件9)，糖の蓄積10)等も着色

には大きな影響を及ぼし，複数の要因が重なり着

色不良が発生していると考えられる． 

ブドウの果皮色は，黄緑又は黄白・淡紅・赤・

赤褐・紫赤・灰赤・青黒又は紫黒と多岐にわたり
11)，色素組成も品種により大きく異なる12，13)．よ

って着色特性における品種間差異は大きいものと

考えられ，温度14，15)や光条件13)が着色に及ぼす品

種間差異については一部明らかにされている．一

方，糖蓄積が着色に及ぼす影響については報告が

少なく，とくに日本における生食用ブドウでの検

討は見当たらない． 

そこで，本試験では山梨県において栽培実績の

ある着色系品種を対象に，成熟期の糖含量と着色

程度の関係を調査したのでその結果について報告

する． 

 

材料および方法 

山梨県果樹試験場および現地圃場に植栽した

14品種（黒色品種：‘巨峰’，‘ピオーネ’，‘藤稔’，

‘ブラックビート’，‘紫玉’，‘ダークリッジ’，赤

色品種：‘ゴルビー’，‘クイーンニーナ’，‘早生甲

斐路’，‘サニードルチェ’，‘サニールージュ’，‘ロ

ザリオロッソ’，‘陽峰’，‘安芸クイーン’）を供試

した．‘早生甲斐路’，‘ロザリオロッソ’について

は有核栽培を行い，その他の品種については無核

栽培を行った． 

有核栽培の管理は，開花始め期に1新梢あたり

1花穂に調整し，房尻を切り詰めた花穂最下部7 cm

を残し，それより上部の支梗は切除した．摘粒作

業前に‘早生甲斐路’は3500房／10 a，‘ロザリ

オロッソ’は3000房／10 aを目安に着房数を調

整した後，着粒密度が4～5粒／cmになるように

摘粒を行い，白色袋をかけた．着色始め期に除袋

し，透明ポリエチレン製カサにかけ替え，収穫時

まで管理した． 

無核栽培の管理は，開花始め期に1新梢あたり

1花穂に調整し，花穂最下部4 cmを残し，それよ

り上部の支梗は切除した．ジベレリン（以下GA）

処理は，‘巨峰’，‘紫玉’，‘ダークリッジ’は満開

時にホルクロルフェニュロン（以下CPPU）5 ppm

加用GA 25 ppmを,満開10～15日後にGA 25 ppm

を処理した．‘ピオーネ’，‘藤稔’，‘ブラックビー

ト’は満開時にCPPU 5 ppm加用GA 12.5 ppmを,

満開10～15日後にGA 25 ppmを処理した．‘ゴル

ビー’，‘クイーンニーナ’，‘サニールージュ’，‘陽

峰’，‘安芸クイーン’は満開時にGA 25 ppmを,

山梨果試研報第 14号：11-19.2015



山梨果試研報第 14号：11-19.2015

− 12 −

満開10～15日後にGA 25 ppmを処理した．‘サニ

ードルチェ’は満開時にGA 25 ppmを,満開10～

15日後にCPPU 5 ppm加用GA 25 ppmを処理した．

摘粒作業前に‘サニールージュ’は4000房／10 a，

その他の品種は3000房／10 aを目安に着房数を

調整した後，着粒密度が4～5粒／cmになるよう

に摘粒を行い，白色袋をかけた．着色始め期に除

袋し，透明ポリエチレン製カサにかけ替え，収穫

時まで管理した． 

 

1. 各品種における果粒糖度とアントシアニン含

量の関係 

2010年に上記14品種を供試した．果樹試験場

および現地圃場に植栽した樹から無作為に成熟期

の果粒を採取し，各果粒の糖度とアントシアニン

含量を測定した．調査果粒数は第1表に示した． 

糖度は各果粒の搾汁液について,屈性計（アタ

ゴ，PR-101α）を用いてBrix値を求めた．アント

シアニンの抽出は，各果粒の赤道面から直径10 mm

のコルクボーラーで果皮を採取し，50％酢酸に浸

漬し，5℃，16時間，暗黒条件下で行った.抽出液

の520 nmにおける吸光度を分光光度計(Thermo, 

ND-1000)で計測し，シアニジン-3-モノグリコシド

クロライド当量に換算した.これらの数値をもと

に，品種ごとに糖度とアントシアニン含量間の相

関係数を算出し，推定される回帰式を求めた． 

 

2. 各品種における糖度と目視による着色との関

係 

供試品種の中から黒色4品種および赤色4品種，

計8品種（‘巨峰’，‘ピオーネ’，‘ブラックビート’，

‘ゴルビー’，‘クイーンニーナ’は短梢剪定樹，

‘藤稔’，‘早生甲斐路’，‘サニードルチェ’は長

梢剪定樹）について検討を行った．2010～2013年

の成熟期に各樹より果房を収穫し，糖度と目視に

よる着色程度を調査した．調査果房数は第1～8

図に示した． 

着色程度は，各果房中で平均的な10粒につい

て，果実カラーチャート ブドウ 赤・紫・黒色系

（農林省果樹試1975）を用いて判定し，その平均

値を求めた．糖度は着色程度を判定した10粒につ

いて，その搾汁液について屈性計（アタゴ，PR-101

α）を用いてBrix値を求めた． 

なお，着色の評価については，生産地により着

色程度が大きく異なるため，各県で目標とする果

皮色は一律ではない．本試験では，本県での青果

物標準出荷規格16)を参考に，黒色品種ではカラー

チャート値11以上を着色良好（十分な着色），9

以下を着色不良（赤熟れ果）と判断した．また，

赤色品種では4以上を着色良好，3以下を着色不

良と判断した． 

山梨県でのブドウ着色期にあたる8月の平均気

温と日照時間は，甲府地方気象台の観測値を参照

した． 

 

結 果 

1. 各品種における果粒糖度とアントシアニン含

量の関係 

供試品種における果粒糖度とアントシアニン

含量間の相関係数，推定される回帰式，および果

粒糖度とアントシアニン含量を第1表に示した．

供試品種の中で最も相関係数が高かったのは‘ロ

ザリオロッソ’（0.89）で‘早生甲斐路’（0.85），

‘陽峰’（0.82），‘ゴルビー’（0.79），‘安芸クイ

ーン’（0.74），‘クイーンニーナ’（0.73），‘ピオ

ーネ’（0.72）と続いた．その他の品種は相関係数

が0.7以下であった．供試品種中‘サニードルチ

ェ’（-0.43）のみが負の相関であった． 

 

2. 各品種における糖度と目視による着色との関

係 

第 1～8 図に供試品種の糖度と着色程度に関す

る散布図を示した．また，試験年次における8月

の平均気温と日照時間，および平年値を第2表に

示した．試験を行った4ヵ年について，平均気温

は2013，2010，2012，2011年の順に高かった．日

照時間は2012，2013，2010，2011年の順に多く，

2011年は平年値を下回った． 

1)‘巨峰’ 

低糖度の果房において着色がばらつき，高糖度

の果房で着色が良好になる傾向が見られた．2011

年では，糖度の高低に関係なく着色良好な果房が

多かった．また，2010，2013年では十分な着色と 
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判断されるカラーチャート値 11 に達しない果房

が多かった（第1図）． 

2)‘ピオーネ’ 

‘巨峰’と同様に，低糖度の果房において着色

がばらつき，高糖度の果房で着色が良好になる傾

向が見られた．2011年では，糖度の高低に関係な

く着色良好な果房が多かった．また，2010，2013

年では赤熟れと判断されるカラーチャート値9を

下回る果房が多かった（第2図）． 

3)‘藤稔’ 

糖度が高くなるにしたがって，カラーチャート

値が大きくなる傾向が認められた．いずれの年次

においても着色が不良な果房は少なく，特に2011

年において着色が良好な果房が多かった（第3図）． 

4)‘ブラックビート’ 

糖度の高低に関係なく着色程度はほぼ一定で

あり，いずれの年次においても着色不良の発生が

みられなかった（第4図）． 

5)‘ゴルビー’ 

低糖度の果房において着色が不良となり，高糖

度の果房で着色が良好になる傾向が見られた．

2011年は他の年次と比較して，同程度の糖度にお

ける着色が優れる傾向があったが，着色のばらつ

きが大きかった．また，2012年は他の年次と比較

して，高糖度の果房が多かった（第5図）． 

6)‘クイーンニーナ’ 

低糖度の果房において着色が不良となり，高糖

度の果房で着色が良好になる傾向が見られた．糖

度と着色程度の関連について年次差が小さかった．

2011 年は他の年次と比較して低糖度の果房が多

く，着色が不良な傾向であった（第6図）． 

7)‘早生甲斐路’ 

低糖度の果房において着色が不良となり，高糖

度の果房で着色が良好になる傾向が見られた．‘ク

イーンニーナ’と同様に，糖度と着色程度の関連

における年次差は小さかった．2011年は他の年次

と比較して，低糖度の果房が多くやや着色が劣る

傾向であった（第7図）． 

8)‘サニードルチェ’  

いずれの年次においても，糖度の高低に関係な

く，着色程度はほぼ一定であった．2012年では着

色が優れ，2011年ではやや劣っていた（第8図）． 

 

 

平均 最小値 最大値 平均 最小値 最大値

ロザリオロッソ 0.89 **z y = 4.4x-65 17.1 13.9 22.1 10.9 1.7 39.4 56

早生甲斐路 0.85 ** y = 3.2x-61 22.6 19.9 26.1 10.2 1.7 27.0 82

陽峰 0.82 ** y = 5.6x-85 18.2 14.6 22.0 16.4 1.1 44.4 80

ゴルビー 0.79 ** y = 3.1x-51 19.3 14.8 24.9 8.2 0.0 30.5 81

安芸クイーン 0.74 ** y = 6.5x-101 17.8 15.8 21.1 14.5 2.3 36.4 64

クイーンニーナ 0.73 ** y = 4.3x-90 23.1 21.2 25.6 8.7 2.0 38.4 50

サニールージュ 0.60 ** y = 21.9x-373 19.0 16.8 21.0 43.6 2.6 134.6 53

サニードルチェ -0.43 ** y = -4.0x+94 18.5 16.1 22.8 20.3 3.1 45.3 35

ピオーネ 0.72 ** y = 19.2x-294 18.9 14.5 23.1 68.0 0.0 155.2 99

ブラックビート 0.62 ** y = 46.5x-462 16.3 13.8 18.1 294.3 121.6 436.5 75

巨峰 0.58 ** y = 22.2x-229 16.6 14.4 19.6 138.3 42.5 238.4 40

紫玉 0.50 ** y = 19.4x-279 20.1 17.7 24.1 109.4 23.5 261.3 35

藤稔 0.48 ** y = 19.8x-225 17.5 15.2 20.1 122.7 31.6 238.6 84

ダークリッジ 0.42 * y = 21.1x-199 19.7 17.4 22.2 216.5 124.4 314.4 25

相関係数 回帰式
調査

果粒数

赤

黒

z　**は1％水準，*は5％水準で有意

第1表　各品種における果粒糖度とアントシアニン含量の関係（2010）

糖度(゜Brix) ｱﾝﾄｼｱﾆﾝ含量(μg･cm-2)
果皮色 品種
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第1図 ‘巨峰’における糖度とカラーチャート値の関係
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第5図 ‘ゴルビー’における糖度とカラーチャート値の関係
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第2図 ‘ピオーネ’における糖度とカラーチャート値の関係
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第6図 ‘クイーンニーナ’における糖度とカラーチャート値の関係
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第8図 ‘サニードルチェ’における糖度とカラーチャート値の関係
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第7図 ‘早生甲斐路’における糖度とカラーチャート値の関係
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第3図 ‘藤稔’における糖度とカラーチャート値の関係
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第4図 ‘ブラックビート’における糖度とカラーチャート値の関係
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平均気温 日照時間

（℃） （時間）

2010 28.3 203.8

2011 26.8 179.1

2012 27.8 257.9

2013 28.5 233.6

平年値ｚ 26.6 197.3

第2表　試験年次における平均気温
および日照時間（甲府・8月）

年次

z　1981～2010年
 

考 察 

果実の糖含量と着色程度との関係を明らかに

するため，各品種の成熟期に採取した果実につい

て調査を行った． 

 

1. 各品種における果粒糖度とアントシアニン含

量の関係 

黒色6品種，赤色8品種，計14品種について，

果粒糖度とアントシアニン含量の相関係数を比較

した．‘サニードルチェ’以外の品種では，正の相

関が認められたので，アントシアニン含量を増加

させるためには，高糖度の果実を生産することも

重要と考えられた． 

相関係数が0.7より高かった品種は赤色品種が

6 品種，黒色品種が 1 品種であり，黒色品種より

赤色品種において相関関係が高い傾向があった．

これには，アントシアニン合成経路が,黒色品種と

赤色品種で一部異なる 12)ことが関係した可能性

があるが，詳細は不明のため今後検討が必要と考

えられた． 

‘サニードルチェ’において負の相関になった

要因は不明であるが，糖度以外の要因がアントシ

アニン合成に大きな影響を及ぼしているものと考

えられた． 

 

2. 各品種における糖度と目視による着色との関

係 

黒色4品種，赤色4品種，計8品種について検

討を行った．2010～2013年の成熟期に収穫した果

房の糖度と，見た目の着色程度（カラーチャート

値）の散布図を作成した． 

赤色品種の‘ゴルビー’，‘早生甲斐路’，‘クイ

ーンニーナ’では，糖度と着色程度に強い関係が

認められ，低糖度の果房は着色不良に，高糖度の

果房は着色良好になる傾向が4ヵ年ともみられた．

‘ゴルビー’において2011年は他の年次と比較し

て，同程度の糖度における着色が優れる傾向があ

ったが，これは着色期の平均気温が他の年次より

低かったことが関係したと考えられる．‘クイーン

ニーナ’の2011年では，温度環境は恵まれていた

にも関わらず，低糖度の果房が多く着色が不良な

年次となった．一方，着色期の平均気温が高かっ

たものの日照時間が多かったその他の年次では，

高糖度かつ着色良好な果房が多かった．峯村ら17)

は，長野県における着色期の気温・日照と着色の

関係を調査し，実際の栽培の中では，‘クイーンニ

ーナ’の着色は温度以上に日照の影響を大きく受

けると推察しており，本試験の結果もこれと一致

した． 

黒色品種の‘巨峰’，‘ピオーネ’，‘藤稔’にお

いても糖度と着色に関連がみられたが，上記の赤

色3品種より弱い傾向であった．とくに低糖度の

果房では着色のばらつきが大きくなる傾向がみら

れた．‘巨峰’，‘ピオーネ’の2011年では，糖度

の高低と関係なく着色が優れる傾向があった．こ

れは着色期の平均気温が他の年次より低かったこ

とが関係したと考えられる．‘ブラックビート’で

は，糖度と見た目の着色の関連が弱く，いずれの

年次においても着色が優れた．アントシアニン含

量が 150 μg･cm-2を越える場合，それ以上にアン

トシアニンを蓄積しても見た目の果皮色の差は認

められなくなる（未発表）．アントシアニン含量が

多い特性を有する‘ブラックビート’（第1表）や

2011年における‘巨峰’，‘ピオーネ’の低糖度の

果房は，高糖度の果房よりもアントシアニン含量

は少ないものの，150 μg･cm-2 を上回るアントシ

アニンを含有しており，見た目の着色（カラーチ

ャート値）には差が生じなかったと考えられた． 

一方，‘サニードルチェ’の着色は，いずれの

年次においても糖度の高低に影響を受けておらず，



山梨果試研報第 14号：11-19.2015

− 16 −

赤色品種であるにも関わらず，例外的に糖度と着

色の関連が弱い品種と考えられた． 

また，今回供試した赤色4品種については，着

色期の平均気温が高い年次においても，日照時間

が多ければ着色が良好となる傾向があった．赤色

品種において着色における光環境の影響が大きい

ことが指摘されており13)，本試験においてもそれ

を支持する結果となった． 

以上のことから，糖度が着色に及ぼす影響は品

種によって異なるが，多くの品種において糖度が

高まると着色が向上する傾向が認められた． 

 

摘 要 

着色系ブドウ 14 品種について，果粒糖度とア

ントシアニン含量の相関係数を比較した．またそ

の内の8品種について，過去4年間の成熟期に収

穫した果房の糖度と見た目の着色程度（カラーチ

ャート値）の散布図を作成し，その関係について

考察した． 

1. 供試品種において果粒糖度とアントシアニン

含量の相関係数を比較すると，黒色品種より赤

色品種で相関が高い傾向があった． 

2. 赤色品種の‘ゴルビー’，‘早生甲斐路’，‘クイ

ーンニーナ’では，糖度と見た目の着色程度の

関係において強い関連がみられ，低糖度の果房

は着色不良に，高糖度の果房は着色良好になり

やすかった． 

3. 黒色品種の‘巨峰’，‘ピオーネ’，‘藤稔’にお

いても糖度と着色に関連がみられたが，上記の

赤色品種より弱い傾向であった．  

4. 黒色品種の‘ブラックビート’では，糖度の高

低に関係なく着色不良の発生がみられなかっ

た． 

5． ‘ブラックビート’などのアントシアニン含

量が多い特性を有する品種では，糖蓄積不足に

よりアントシアニン含量が減少しても，見た目

の着色は低下しにくいと考えられた． 

6. ‘サニードルチェ’は赤色品種であるが，例外

的に糖度と着色の関連が低い品種と考えられ

た． 

7. 糖蓄積が着色に及ぼす影響は品種により異な

るものの，多くの品種で糖度が高い果実を生産

することで着色向上が期待できる． 
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Summary 

 

The correlation coefficient between sugar content and anthocyanin content was compared in 14 

cultivars of colored grapes. Additionally, in 8 of those cultivars a scatter chart of "sugar content" 

and "degree of coloration (color chart value)" of fruit harvested during the maturity stage over the 

past 4 years was made and the relationship thereof was considered. 

 

1. In the cultivars examined in the test, when the correlation coefficient of sugar content and 

anthocyanin content was compared, correlation tended to be higher in red grape cultivars than 

in black grape cultivars. 

 

2. In the red grape cultivars ‘Gorby,’ ‘Wasse-kaiji,’ and ‘Queen Nina,’ there was a strong 

correlation between the relationship of sugar content and degree of coloration, with a tendency 

for fruit with a low sugar content to have poorly colored berries, and fruit with a high sugar 

content to have well-colored berries. 

 

3. Also in the black grape cultivars ‘Kyoho,’ ‘Pione,’ and ‘Fujiminori,’ there was a correlation 

between sugar content and coloration however, the tendency was weaker than in the red grape 

cultivars listed above. 

 

4. In the black grape cultivar ‘Black Beat,’ poor coloration of berries did not occur irrespective 

of low or high sugar content. 
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5. In cultivars such as ‘Black Beat’ with high anthocyanin content, even if anthocyanin content is 

decreased due to lack of sugar storage, it's difficult to degrade the coloration. 

 

6. ‘Sunny Dolce’ is a red grape cultivar, but was regarded as a cultivar in which the relationship 

between sugar content and coloration is exceptionally low. 

 

7. The influence exerted on coloration by sugar storage is different depending on the cultivar, but 

in many cultivars, by producing fruit with higher sugar content, an improvement in coloration 

can be expected. 


